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│
デ
ン
マ
ー
ク
の
事
例
を
中
心
と
し
て
│
│

吉

武

信

彦

は
じ
め
に

1

E
U

国
民
投
票
の
概
観

⑴

実
施
状
況

⑵

投
票
結
果

⑶

E
U

国
民
投
票
の
現
状

2

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

国
民
投
票

⑴

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
と
国
民
投
票

⑵

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

国
民
投
票
の
現
状

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
事
例
を
中
心
と
し
て

E
U

（
欧
州
連
合
）
の
統
合
過
程
に
お
け
る
国
民
投
票
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
紹
介
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す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、

E
U

で
は
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
、
新
規
加
盟
な
ど
を
め
ぐ
り
国
民
投
票
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
民
投
票
は
、
基
本
的
に
各
加
盟
国
、
加
盟
申
請
国
の
国
内
政
治
過
程
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な

い
が
、

E
U

の
統
合
過
程
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
特
に
、
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
で
は
、
全
加
盟
国
の
批
准
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
、
条
約
の
発
効
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
一
加
盟
国
の
国
民
投
票
結
果
に

E
U

全
体
が
翻
弄
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
問
題
を

E
U

に
初
め
て
突
き
つ
け
た
の
は
、
一
九
九
二
年
六
月
二
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
が

E
U

（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
）
条
約
批

准
に
関
し
て
実
施
し
た
国
民
投
票
で
あ
っ
た
。
結
果
は
僅
差
で
の
否
決
と
な
り
、
欧
州
統
合
全
体
に
混
迷
を
も
た
ら
し
た
。
結
局
、

そ
の
対
応
で
同
条
約
は
予
定
よ
り
も
一
〇
ヵ
月
遅
れ
の
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
発
効
し
た
。
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
事
例
は
、
欧

州
統
合
を
め
ぐ
り
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
と
国
民
と
の
間
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
を
提
起
し
、
以
後

民
主
主
義
の
赤
字

問
題

が

E
U

で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
民
投
票
は
、
欧
州
各
国
に
お
い
て
そ
れ
以
前
に
も
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
全
く
例
外
的

な
も
の
で
あ
り
、
十
分
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
後
、
国
民
投
票
は
統
合
の
深
化
を
め
ぐ
り
エ
リ
ー
ト
と

一
般
国
民
と
の
間
に
存
在
す
る
大
き
な
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
映
し
出
す
鏡
と
な
り
、
欧
州
統
合
を
左
右
す
る
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

実
際
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
多
く
の
加
盟
国
で

E
U

を
め
ぐ
り
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、

E
U

は
国
民
投
票
の
存
在

に
苦
し
み
続
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ー
ス
条
約
、
欧
州
憲
法
条
約
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
で
は
批
准
拒

否
の
結
果
が
出
て
、
統
合
の
停
滞
を
招
い
た
。
現
在
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
が
発
効
し
、

E
U

は
新
た
な
拡
大
と
深
化
に
向
け
て
動
き
出

せ
る
態
勢
を
整
え
、

E
U

は
危
機
を
脱
し
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
民
投
票
を
め
ぐ
る
問
題
は
先
送
り
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、

い
つ
再
燃
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
か
に
国
民
投
票
を
欧
州
統
合
過
程
に
位
置
づ
け
、
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
が
、

E
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U
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
欧
州
統
合
過
程
に
お
け
る
国
民
投
票
の
存
在
に
早
く
か
ら
注
目
し
、
一
九
九
七
年
の
時
点
で
明
暗
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を

想
定
し
て
い
た
。
明
る
い
シ
ナ
リ
オ
と
は
、
国
民
投
票
に
よ
り

E
U

の
安
定
性
が
増
し
、
さ
ら
に
統
合
を
進
め
る
弾
み
が
つ
く
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
暗
い
シ
ナ
リ
オ
と
は
、
不
確
実
で
、
政
治
的
で
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
国
民
投
票
に
よ
り

E
U

が
混
沌
と
し

た
状
況
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
予
想
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、

E
U

が
数
多
く
の
国
民
投
票
を
経
験
す
る
中
で
、

現
状
は
後
者
の
シ
ナ
リ
オ
に
近
い
状
況
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
欧
州
統
合
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
（
以
下
、

E
U
国
民
投
票
）
の
実
施
状
況
を
整
理
し
、

欧
州
統
合
過
程
に
お
け
る
国
民
投
票
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
事
例
に
し
て
そ
の
打
開
策
を
展
望

し
て
み
た
い
。

1

E
U国
民
投
票
の
概
観

⑴

実
施
状
況

E
U

国
民
投
票
の
実
施
状
況
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
〇
年
八
月
現
在
、
欧
州
各
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

E

U
国
民
投
票
（
住
民
投
票
を
含
む
）
を
国
別
に
概
観
す
る
と
、
表
1
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
（
国
名
は
原
語
に
よ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

順
）。

E
U

加
盟
国
、
非

E
U

加
盟
国
に
お
い
て

E
U

国
民
投
票
の
合
計
は
二
四
ヵ
国
、
五
一
回
に
も
達
す
る
。
実
施
国
は
、

E
U

加
盟
国
で
二
一
ヵ
国
、
三
八
回
で
あ
る
。
ま
た
、
非

E
U

加
盟
国
で
三
ヵ
国
、
一
三
回
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
非

E
U

加
盟
国
の
ス
イ
ス
が
過
去
九
回
の

E
U

国
民
投
票
を
実
施
し
て
お
り
、
最
高
の
数
を
記
録
し
て
い
る
。
ス
イ

ス
一
国
で
全

E
U

国
民
投
票
の
一
七
・
六
％
を
占
め
る
。
ス
イ
ス
は
歴
史
的
に
世
界
で
最
も
多
く
国
民
投
票
を
実
施
し
て
き
た
国
で
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あ
り
、
そ
の
一
環
で
対

E
U

関
係
の
案
件
で
も
国
民
投
票
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
ス
イ
ス
は
依
然
と
し
て

E
U

に
加
盟
し
て
い
な

い
が
、

E
U

加
盟
国
に
四
方
を
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
政
治
的
、
経
済
的
利
益
を
守
る
た
め
に
常
に

E
U

と
の
関
係
を
考
え
ざ

る
を
得
ず
、
通
商
協
定
や
加
盟
論
議
で
国
民
投
票
を
実
施
し
て
き
た
。

ス
イ
ス
に
続
く
の
が

E
U

加
盟
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
、
過
去
八
回
の

E
U

国
民
投
票
を
実
施
し
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、

E
U

の
基
本
条
約
が
締
結
、
改
正
さ
れ
る
度
に
そ
れ
を
憲
法
第
二
九
条
（
国
際
関
係
）
に
取
り
込
む
た
め
に
憲
法
改
正
が
必
要
と
な

り
、

E
U

国
民
投
票
を
頻
繁
に
実
施
し
て
き
た
。
特
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
ニ
ー
ス
条
約
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
で
は
、
国
民
が

一
旦
否
決
し
た
た
め
、
再
度
国
民
投
票
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
ず
、
実
施
回
数
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

E
U

加
盟
国
と
し
て

E

U
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
点
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
国
で
あ
る
。

ス
イ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
続
く
の
が

E
U

加
盟
国
デ
ン
マ
ー
ク
の
七
回
（
住
民
投
票
一
回
を
含
む
）
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
と
も
に
一
九
七
三
年
に

E
C

（
欧
州
共
同
体
）
に
加
盟
し
た
新
規
加
盟
国
で
あ
る
が
、
以
後
、
両
国
は

E
U

政
策

の
節
目
で
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
国
民
投
票
を
実
施
し
て
き
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
加
盟
時
以
来
、

E
U

政
策
が
国
内
政
治
上
常

に
大
き
な
論
争
の
的
に
な
り
、
憲
法
の
規
定
か
ら
国
民
投
票
を
行
な
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

以
上
の
三
国
で
、
全

E
U

国
民
投
票
五
一
回
の
う
ち
、
二
四
回
（
四
七
・
一
％
）
を
占
め
る
。
三
国
に
続
く
の
は
、
国
民
投
票
を

三
回
実
施
し
た
フ
ラ
ン
ス
、
二
回
実
施
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
住
民
投
票
一
回
を
含
む
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、

E
U

国
民
投
票
の
実
施
は
一
部
の
国
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、

E
U

加
盟
国
二
七
ヵ
国
の
う
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
六
ヵ

国
は
二
〇
一
〇
年
八
月
現
在
、

E
U

国
民
投
票
を
一
回
も
実
施
し
て
い
な
い
。

次
に
、

E
U

加
盟
国
を
原
加
盟
国
六
ヵ
国
と
新
規
加
盟
国
二
一
ヵ
国
の
二
つ
に
分
け
て

E
U

国
民
投
票
の
実
施
回
数
を
分
析
す
る
。

E
U

加
盟
国
の

E
U

国
民
投
票
実
施
回
数
三
八
回
の
内
訳
は
、
原
加
盟
国
六
回
、
新
規
加
盟
国
三
二
回
で
あ
る
。
一
ヵ
国
あ
た
り
の
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平
均
実
施
回
数
を
算
出
す
る
と
、

E
U

加
盟
国
全
体
で
一
・
四
回
、
原
加
盟
国
で
一
回
、
新

規
加
盟
国
で
一
・
五
回
で
あ
る
。
な
お
、
新
規
加
盟
国
を
一
九
九
五
年
以
前
加
盟
の
九
ヵ
国

と
二
〇
〇
四
年
以
後
加
盟
の
一
二
ヵ
国
に
分
け
て
考
え
る
と
、
前
者
は
実
施
回
数
二
二
回
、

一
ヵ
国
平
均
実
施
回
数
二
・
四
回
、
後
者
は
実
施
回
数
一
〇
回
、
一
ヵ
国
平
均
実
施
回
数

〇
・
八
回
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

E
U

国
民
投
票
の
実
施
は
、
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
圧
倒
的
に
新
規
加
盟
国
、
特
に
一
九
九
五
年
以
前
に
加
盟
し
た
西
欧
諸
国
に
多

い
こ
と
が
わ
か
る
（
表
3
参
照
）。
こ
れ
は
国
民
投
票
を
多
用
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
存
在
が
大
き
い
。

国
民
投
票
を
実
施
年
に
基
づ
い
て
分
類
し
、
図
に
し
た
の
が
図
1
で
あ
る
。
国
民
投
票
が

実
施
さ
れ
た
大
き
な
ピ
ー
ク
の
年
は
一
九
七
二
年
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇

三
年
、
二
〇
〇
五
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

E
C

の
第
一
次
拡
大
、

E
U

（
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
）
条
約
の
批
准
と

E
E
A

（
欧
州
経
済
領
域
）
協
定
の
批
准
、

E
U

の
第
四
次
拡

大
、

E
U

の
第
五
次
拡
大
、
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
が
争
点
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
多
く
の
国
民
投
票
は
組
織
の
拡
大
お
よ
び
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
と
い
う

E
U

の

発
展
の
歴
史
上
、
極
め
て
重
要
な
節
目
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
表
4
、

表
5
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
を
め
ぐ
り
一
六
回
、

E
U

拡
大
を
め

ぐ
り
一
八
回
の
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
年
代
で
分
類
す
る
と
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
表

6
の
通
り
、

E
U

国
民
投
票
が
特
に
近
年
、
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降

表3 E U加盟国国別平均実施回数 （2010年8月現在）

国数
国民投票

実施回数

1国あたりの

平均実施回数

原加盟国全体 6ヵ国 6回 1.0回

新規加盟国全体 21ヵ国 32回 1.5回

1995年以前の新規加盟国 9ヵ国 22回 2.4回

2004年以後の新規加盟国 12ヵ国 10回 0.8回

計 27ヵ国 38回 1.4回

出所 : 表 1 、表 2 を基に筆者作成。
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表4 E U基本条約の締結・改正と国民投票 （2010年8月現在）

基本条約名 発効年 国民投票実施回数（国名は実施順）

欧州石炭鉄鋼共同体条約 1952年 0回
欧州経済共同体条約 1958年 0回
欧州原子力共同体条約 1958年 0回

単一欧州議定書 1987年 2回（1986年デンマーク、
1987年アイルランド）

E U（マーストリヒト）条約 1993年 4回（1992年デンマーク、
アイルランド、フランス、
1993年デンマーク）

アムステルダム条約 1999年 2回（1998年アイルランド、
デンマーク）

ニース条約 2003年 2回（2001年アイルランド、
2002年アイルランド）

欧州憲法条約 断念 4回（2005年スペイン、フランス、
オランダ、ルクセンブルク。
予定の6カ国が実施を断念）

リスボン条約 2009年 2回（2008年アイルランド、
2009年アイルランド）

計 16回

出所 : 表 1 を基に筆者作成。

表5 E U拡大と国民投票 （2010年8月現在）

E U拡大（加盟国数） 拡大年 国民投票実施回数（国名は実施順）

第1次拡大（6ヵ国＋3ヵ国） 1973年 4回（1972年フランス、アイルランド、
ノルウェー、デンマーク）

第2次拡大（9ヵ国＋1ヵ国） 1981年 0回
第3次拡大（10ヵ国＋2ヵ国） 1986年 0回
第4次拡大（12ヵ国＋3ヵ国） 1995年 5回（1994年オーストリア、

フィンランド、スウェーデン、
フィンランド・オーランド、ノ
ルウェー）

第5次拡大（15ヵ国＋10ヵ国） 2004年 9回（2003年マルタ、スロヴェニア、
ハンガリー、リトアニア、
スロヴァキア、ポーランド、
チェコ、エストニア、ラトヴィ
ア）

第6次拡大（25ヵ国＋2ヵ国） 2007年 0回

計 18回

出所 : 表 1 、表 2 を基に筆者作成。
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に
増
え
始
め
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
ま
さ
に
劇
的
に
増
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
一
九
九
〇
年
代
と
二
〇
〇
〇
年
代
で
全
体
の
八
〇
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
そ

れ
は
、
図
1
の
実
施
回
数
の
累
計
の
伸
び
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
年

代
に

E
U

国
民
投
票
を
実
施
し
た
国
の
数
も
表
6
の
通
り
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
急
増

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
拡
大
に
よ
り

E
U

加
盟
国
自
体
の
数
が
増
え
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
が
、
多
く
の
国
で

E
U

国
民
投
票
の
実
施
が
定
着
し
て
き
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
現
実
を
み
る
な
ら
ば
、

E
U

国
民
投
票
を
一
部
の
加

盟
国
の
問
題
と
み
る
こ
と
は
最
早
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵

投
票
結
果

次
に
、
投
票
結
果
か
ら

E
U

国
民
投
票
を
考
え
て
み
よ
う
。
表
1
、
表
2
に
お
け
る

最
終
結
果
欄
に
あ
る
〇
×
は
、
そ
の
国
民
投
票
の
対
象
と
な
っ
た
目
的
が
承
認
さ
れ
た

か
（
〇
）、
否
決
さ
れ
た
か
（
×
）
を
投
票
結
果
に
基
づ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
一
回
の
国
民
投
票
の
う
ち
、
○
は
三
八
回
、
×
は
一
三
回
で
あ
る
。
否
決
の
国
民
投

票
一
三
回
の
国
別
内
訳
は
デ
ン
マ
ー
ク
三
回
、
ス
イ
ス
三
回
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
二
回
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
二
回
、
フ
ラ
ン
ス
一
回
、
オ
ラ
ン
ダ
一
回
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
一
回
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
み
る
限
り
、
国
民
投
票
で
は
高
い
確
率
（
七
割
五
分
）
で
対
象
と
な
っ
た

目
的
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
否
決
さ
れ
た
国
民
投
票
は
比
較
的
ま
れ
な
事
例
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
よ
り
詳
細
に
み
る
と
、
重
要
な
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

表6 年代別実施国数・実施回数・否決回数 （2010年8月現在）

実施年代 実施国数 実施回数
否決回数

加盟国 非加盟国 計

1969年以前 0ヵ国 0回（ 0％） 0回 0回 0回

1970年代 6ヵ国 6回（11.8％） 0回 1回 1回

1980年代 3ヵ国 4回（ 7.8％） 1回 0回 1回

1990年代 9ヵ国 15回（29.4％） 1回 3回 4回

2000年代 18ヵ国 26回（51.0％） 6回 1回 7回

計 51回（100％） 8回 5回 13回

出所 : 表 1 、表 2 を基に筆者作成。
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表
6
の
通
り
、
否
決
と
な
っ
た
国
民
投
票
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
七
回
を
記
録
し
、
そ
の
う
ち

E
U

加
盟
国
が
六
回
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
近
年
は

E
U

加
盟
国
で
議
論
を
呼
ぶ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
投
票
結
果
に

E
U

が
翻
弄

さ
れ
て
い
る
現
実
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

で
は
、

E
U

国
民
投
票
は
欧
州
統
合
過
程
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
特
に
否
決
の
結
果
と
な

っ
た
一
三
回
の
国
民
投
票
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
九
八
二
年
住
民
投
票
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
一
九

七
二
年
、
一
九
九
四
年
国
民
投
票
は
、
欧
州
統
合
の
拡
大
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
民
投
票
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
（
デ
ン
マ
ー
ク
の
自
治
領
）、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
欧
州
統
合
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
拡
大
を
重
ね
て
き
た

E
U

に
と
っ
て
、
数
少
な
い
挫
折
の
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
の
一
九
九
二
年
、
一
九
九
七
年
、
二
〇
〇
一
年
国
民

投
票
も
拡
大
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
一
九
九
二
年
国
民
投
票
は
ス
イ
ス
が

E
E
A

協
定
に
参
加
し
な
い
こ
と
を

決
め
た
も
の
で
あ
る
。

E
E
A

は
、

E
C

の
域
内
市
場
計
画
に
慌
て
た

E
F
T
A

（
欧
州
自
由
貿
易
連
合
）
諸
国
が

E
C

市
場
に
接

近
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
交
渉
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

E
F
T
A

諸
国
の
多
く
は

E
C

へ
の
加
盟
の
道
を
選
び
、

E
E
A

の
重

要
性
は
低
下
し
た
。
そ
こ
に
、
こ
の
国
民
投
票
で

E
F
T
A

の
一
国
ス
イ
ス
も

E
E
A

に
参
加
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
た
め
、
余
計

に

E
E
A

の
存
在
意
義
は
薄
れ
た
。

以
上
の
六
回
の
国
民
投
票
は
、

E
U

と
周
辺
国
、
周
辺
地
域
と
の
関
係
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

E
U

側
に
と
っ
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
事
例
を
除
い
て
、
基
本
的
に

E
U

域
外
の
国
が

E
U

と
の
関
係
を
国
民
投
票
に
か
け
た

も
の
で
あ
り
、

E
U

本
体
に
対
す
る
直
接
的
影
響
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
九
九
二
年
国
民
投
票
、
フ
ラ
ン
ス
の
二
〇
〇
五
年
国
民
投
票
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
二
〇
〇
一

年
、
二
〇
〇
八
年
国
民
投
票
、
オ
ラ
ン
ダ
の
二
〇
〇
五
年
国
民
投
票
は
、
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

E
U

の
深
化
に
対
す
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
九
九
二
年
国
民
投
票
で
は
、

E
U

（
マ
ー
ス
ト
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リ
ヒ
ト
）
条
約
の
批
准
に
関
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
は
僅
差
な
が
ら
も
拒
否
の
決
断
を
下
し
た
。
結
局
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
一
九
九

二
年
一
二
月
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
合
意
に
よ
り

E
U

条
約
の
規
定
の
う
ち
欧
州
市
民
権
、
経
済
通
貨
同
盟
（

E
M
U）
第
三
段
階
、
共

通
防
衛
、
司
法
内
務
協
力
で
適
用
除
外
（
以
下
、
四
つ
の
適
用
除
外
）
を
獲
得
し
、
翌
年
五
月
に
国
民
投
票
を
再
度
行
な
い
、
こ
れ

を
承
認
し
た
。
こ
の
事
例
は
一
時
的
に

E
C

を
麻
痺
さ
せ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
で
繰

り
返
さ
れ
た
混
乱
の
先
例
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
の
混
乱
は
国
民
投
票
で
の
否
決
と
い
う
危
機
的

状
況
に
対
し
て
、
国
民
投
票
の
再
実
施
で
切
り
抜
け
る
と
い
う
危
機
打
開
の
経
験
を
も
た
ら
し
、
後
に
こ
れ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事

例
に
活
か
さ
れ
た
。

二
〇
〇
一
年
に
署
名
さ
れ
た
ニ
ー
ス
条
約
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
同
年
に
国
民
投
票

）
を
実
施
し
た
。
結
果
は
否
決
と
な

り
、
ニ
ー
ス
条
約
の
発
効
が
危
ぶ
ま
れ
、
他
の
加
盟
国
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
一
九

七
三
年
以
来

E
U

の
地
域
政
策
か
ら
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
加
盟
国
で
あ
り
、

E
U

へ
の
支
持
が
国
民
の
間
に
定
着
し
て
い
る

と
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
三
四
・
八
％
と
い
う
低
投
票
率
（
全

E
U国
民
投
票
中
の
史
上
最
低
の
数
値
）
が
災
い
し
、
ニ
ー
ス
条

約
批
准
案
は
否
決
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
二
年
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
先
例
が
活
き
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
二
〇
〇
二

年
に
国
民
投
票
を
再
度
実
施
し
、
同
条
約
の
批
准
を
果
た
し
た
。

二
〇
〇
四
年
に
署
名
さ
れ
た
欧
州
憲
法
条
約
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

）
と
オ
ラ
ン
ダ

）
が
二
〇
〇
五
年
国
民
投
票
で
同
条
約
の
批
准

案
を
否
決
し
た
。

E
U

は
そ
の
直
後
に
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
過
程
を
凍
結
し
、

熟
慮
期
間

を
お
い
た
も
の
の
、
結
局
、
批
准

を
断
念
し
た
。
両
国
と
も
欧
州
統
合
の
原
加
盟
国
で
あ
り
、
統
合
の
深
化
で
推
進
力
と
な
っ
て
き
た
国
で
あ
り
、
一
度
に
こ
の
二
国

が
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
案
を
否
決
し
た
事
態
は
、
前
述
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国
民
投
票
以
上
の
危
機
的
状
況
を

E

U
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
で
は
、
欧
州
憲
法
条
約
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
よ
り
も
、

E

U
拡
大
に
伴
う
移
民
問
題
、
雇
用
問
題
、
財
政
負
担
問
題
、
さ
ら
に
自
国
の
大
統
領
や
政
府
与
党
へ
の
不
満
と
い
っ
た
要
因
が
有
権
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者
に
影
響
し
た
こ
と
が
国
民
投
票
直
後
の
世
論
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

）
。

欧
州
憲
法
条
約
に
よ
る

E
U

の
停
滞
を
打
開
す
る
た
め
、
欧
州
憲
法
条
約
の
主
要
部
分
を
再
編
集
し
た
リ
ス
ボ
ン
条
約
が
二
〇
〇

七
年
に
署
名
さ
れ
た
。
同
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
は
、
欧
州
憲
法
条
約
の
教
訓
か
ら
、
国
民
投
票
の
実
施
を
で
き
る
限
り
避
け
る
道

が
選
択
さ
れ
、

E
U

二
七
加
盟
国
中
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
み
が
二
〇
〇
八
年
に
国
民
投
票
を
実
施
し
た

）
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
同

条
約
を
憲
法
に
取
り
込
む
た
め
の
憲
法
改
正
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
投
票
結
果
は
ニ
ー
ス
条
約
と
同
様
に
否
決

と
な
り
、
再
び

E
U

に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
今
回
は
投
票
率
が
通
常
の
五
〇
％
台
で
あ
り
、
世
論
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
有
権

者
の
反
対
理
由
も

情
報
の
不
足

、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る

な
ど
の
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

再
国
民
投
票
の
条
件
づ
く
り
が
難
航
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
、
国
民
投
票
で
の
否
決
の
経
験
を
有
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
と

も
接
触
し

）
、
打
開
策
を
模
索
し
た
。
最
終
的
に

E
U

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
欧
州
委
員
会
委
員
の
指
名
や
人
工
妊
娠
中
絶
、
同
性
愛
、

税
制
、
防
衛
の
決
定
で
の
主
権
の
維
持
を
保
証
し
た
こ
と
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
翌
年
に
再
国
民
投
票
を
実
施
し
、
批
准
の
承
認
を

得
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
二
〇
〇
〇
年
国
民
投
票

）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
〇
〇
三
年
国
民
投
票

）
は
、
両
国
が
経
済
通
貨
同
盟
第
三

段
階
に
参
加
し
、
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
か
否
か
を
決
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
と
も
に
国
民
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。
デ
ン
マ

ー
ク
の
場
合
、
国
民
投
票
が
憲
法
上
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
最
終
決
定
の
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
憲

法
上
は
あ
く
ま
で
も
諮
問
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
お
よ
び
与
野
党
は
こ
の
結
果
を
尊
重
し
、
ユ
ー
ロ

導
入
を
断
念
し
た
。
こ
の
両
国
の
決
定
は

E
U

に
お
け
る
ユ
ー
ロ
の
発
展
と
い
う
観
点
で
は
大
き
な
失
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ユ
ー
ロ
問
題
は

E
U

に
お
い
て
全
加
盟
国
が
一
度
に
導
入
す
る
も
の
で
は
な
く
、
で
き
る
国
か
ら
導
入
を
開
始
す
る
も
の

で
あ
っ
た
（
二
〇
〇
三
年
時
点
で
は

E
U一
五
ヵ
国
中
一
二
ヵ
国
が
導
入
済
み
）。
そ
の
た
め
、
前
述
の
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
と
は

異
な
り
、
国
民
投
票
結
果
が
欧
州
中
央
銀
行
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
恐
れ
は
な
か
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
一
三
回
の
国
民
投
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ど
れ
も

E
U

の
発
展
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
の
よ
う
に
最
も
重
要

な
問
題
で

E
U

を
動
揺
さ
せ
た
。

E
U

に
と
っ
て
、
国
民
投
票
は
無
視
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑶

E
U

国
民
投
票
の
現
状

近
年
、
な
ぜ

E
U

国
民
投
票
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
通
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
国
民
投
票
の
主

要
目
的
は
、

E
U

（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
）
条
約
の
批
准
と

E
E
A

協
定
の
批
准
、

E
U

の
第
四
次
拡
大
、

E
U

の
第
五
次
拡
大
、
欧

州
憲
法
条
約
の
批
准
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
冷
戦
終
結
以
来
の
欧
州
情
勢
の
大
変
動
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、

E

U
が
統
合
の
深
化
と
拡
大
を
積
極
的
に
推
進
し
た
結
果
で
あ
る
。
ど
れ
も

E
U

の
性
格
を
域
内
的
に
も
域
外
的
に
も
大
き
く
変
え
、

欧
州
に
お
け
る

E
U

の
存
在
感
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
深
化
の
問
題
は

E
U

自
体
を
質
的
に
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
た
め
に
、
加
盟
国
国
内
で
は
大
き
な
政
治
的
争
点
に
な
っ
た
。
一
九
九
三
年
の

E
U

の
発
足
は
欧
州
統
合
の
歴
史
に
お
い
て
大
き

な
分
岐
点
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
後
も
、
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
が
続
き
、

E
U

を
よ
り
統
合
さ
れ
た
形
に
変
化
さ
せ
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
ら
を
め
ぐ
り
政
治
家
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
国
民
レ
ベ
ル
で
も
様
々
な
意
見
が
戦
わ
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
、

国
民
投
票
と
い
う
国
内
的
な
決
定
手
続
き
が
頻
繁
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
域
外
の
国
も

E
U

の
発
展
を
無
視
で
き
ず
、
何
ら
か
の
関
係
を
模
索
す
る
必
要
性
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

E
U

に

加
盟
を
求
め
た
国
も
あ
れ
ば
、
経
済
的
な
協
定
を
締
結
し
た
だ
け
の
国
も
あ
る
が
、

E
U

が
従
来
型
の
政
府
間
国
際
組
織
で
は
な
く
、

大
き
な
主
権
委
譲
を
伴
う
国
際
組
織
で
あ
っ
た
た
め
に
、
決
定
に
際
し
て
国
民
投
票
の
実
施
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
新
規
加
盟
国
で
は
加
盟
の
是
非
を
め
ぐ
り
議
論
が
続
き
、
政
府
が
加
盟
の
正
統
性
を
強
化
す
る
た
め
国
民
投
票
を
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
新
規
加
盟
国
の
急
増
も
、
国
民
投
票
実
施
回
数
の
増
加
を
も
た
ら
す
一
因
と
な
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、

E
U

国
民
投
票
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
急
増
し
た
が
、
現
在
、
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の

欧
州
憲
法
条
約
と
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
に
顕
著
で
あ
る
。

E
U

基
本
条
約
の
批
准
作
業
は
各
締
約
国
の
憲
法
上
の
要
件
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
各
国
政
府
の
政
治
的
判
断
や

国
内
の
政
治
情
勢
に
よ
り
様
々
な
形
が
あ
り
う
る
。
大
き
く
分
け
れ
ば
、
議
会
承
認
の
み
に
よ
る
国
、
国
民
投
票
実
施
に
よ
る
国

（
そ
の
大
半
が
議
会
承
認
と
の
併
用
）
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
で
は
、
批
准
作
業
が
開
始
さ
れ
た
時

点
で
議
会
承
認
の
み
に
よ
る
国
が
一
五
ヵ
国
、
国
民
投
票
を
実
施
す
る
国
が
一
〇
ヵ
国
と
予
想
さ
れ
て
い
た
（
当
時
、
二
五
加
盟
国
）。

国
民
投
票
実
施
予
定
の
一
〇
ヵ
国
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
チ
ェ
コ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
（
国
民
投
票
実
施
予
定
時
期
の
順
）。
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国

民
投
票
で
の
否
決
を
受
け
て
、
二
〇
〇
五
年
六
月
の
欧
州
理
事
会
が
批
准
作
業
の
凍
結
を
決
定
す
る
前
に
、
す
で
に
国
民
投
票
を
実

施
、
あ
る
い
は
日
程
を
確
定
し
て
い
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

実
際
に
予
定
通
り
実
施
し
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
四
ヵ
国
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
フ
ラ

ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
で
欧
州
憲
法
条
約
批
准
案
が
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
結

果
を
受
け
て
、
結
局
国
民
投
票
の
実
施
を
延
期
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
民
投
票
実
施
予
定
国
で
国
民
投
票
を
実
施
し
、
批
准
を
完
了

し
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
二
ヵ
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

他
方
、
議
会
承
認
の
み
の
国
で
は
着
々
と
批
准
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
六
月
以
降
の

熟
慮
期
間

に
お
い
て
も
多

く
の
国
が
批
准
作
業
を
続
け
、
批
准
を
完
了
し
た
。
最
終
的
に
議
会
承
認
グ
ル
ー
プ
一
五
ヵ
国
中
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
以
外
の
一
四
ヵ

国
に
お
い
て
議
会
承
認
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る

）
。

以
上
の
説
明
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
作
業
で
は
国
民
投
票
が
多
用
さ
れ
た
。
一
〇
ヵ
国
の
国
民
投
票
実
施

予
定
国
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
大
国
も
含
ま
れ
て
い
た
。

E
U

に
お
い
て
そ
れ
以
前
に
基
本
条
約
の
締
結
・
改
正
を
め
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ぐ
り
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
回
数
は
、
欧
州
憲
法
条
約
と
比
較
す
る
と
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
表
4
の
通
り
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同

体
条
約
〇
回
、
欧
州
経
済
共
同
体
条
約
・
欧
州
原
子
力
共
同
体
条
約
〇
回
、
単
一
欧
州
議
定
書
二
回
、

E
U

（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
）

条
約
四
回
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
二
回
、
ニ
ー
ス
条
約
二
回
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
基
本
条
約
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
国

民
投
票
の
合
計
と
同
じ
回
数
が
、
欧
州
憲
法
条
約
で
実
施
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

欧
州
憲
法
条
約
批
准
を
め
ぐ
り
国
民
投
票
に
訴
え
る
加
盟
国
が
多
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
の
中
・
東
欧
、
南

欧
諸
国
一
〇
ヵ
国
の

E
U

加
盟
に
伴
い
、
加
盟
国
数
が
増
え
た
と
い
う
単
純
な
理
由
に
加
え
て
、

E
U

と
加
盟
国
と
の
関
係
の
基
礎

を
確
認
す
る

憲
法

条
約
の
批
准
に
国
民
の
直
接
的
支
持
を
付
与
し
て
、
憲
法
条
約
の
正
統
性
を
高
め
た
い
と
す
る
各
国
政
府
の

政
治
的
思
惑
も
あ
っ
た
。
伝
統
的
に
憲
法
の
承
認
を
国
民
投
票
の
対
象
と
す
る
国
は
多
い

）
。
結
局
、
国
民
投
票
実
施
予
定
の
一
〇
ヵ

国
の
う
ち
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
は

E
U

国
民
投
票
を
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
、

E
U

以
外
の
問
題
を
含
め
て
も
、
同
国
の
歴
史
上
、
初
め
て
国
民
投
票
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の

よ
う
に
、
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
作
業
に
お
い
て
、
国
民
投
票
に
対
す
る
期
待
が
加
盟
国
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
欧
州
憲
法
条
約
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
は
、
前
述
の
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
否
決
と
い
う
結
果
に
な
り
、
最
終
的
に
欧

州
憲
法
条
約
自
体
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

長
い
停
滞
の
末
に

E
U

は
新
た
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
生
み
出
し
た
。
内
容
的
に
は
欧
州
憲
法
条
約
の
主
要
部
分
を
継
承
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
で
は
国
民
投
票
を
実
施
し
た
の
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
み
で
あ
っ
た
。
欧
州
憲
法
条
約
の

国
民
投
票
実
施
予
定
国
が
一
〇
ヵ
国
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
加
盟
国
は
、
リ
ス
ボ
ン
の
条
約

の
批
准
を
確
実
に
す
る
た
め
に
国
民
投
票
に
よ
る
承
認
で
は
な
く
、
議
会
承
認
の
み
の
道
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
唯
一
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
み
、
憲
法
改
正
と
の
関
連
で
国
民
投
票
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
前
述
の
よ
う
に

二
〇
〇
八
年
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
に
失
敗
し
、
再
国
民
投
票
を
必
要
と
し
た
。
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以
上
の
欧
州
憲
法
条
約
か
ら
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
至
る
批
准
作
業
の
展
開
を
み
る
と
、

E
U

の
歴
史
上
、
国
民
投
票
へ
の
期
待
が
最

大
化
し
、
そ
れ
が
一
気
に
は
じ
け
た
現
実
を
見
出
せ
る
。
国
民
の
支
持
を
直
接
得
る
こ
と
で

民
主
主
義
の
赤
字

を
解
消
し
、

E

U
の
正
統
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
国
民
の
支
持
が
得
ら
れ
ず
、

E
U

に
危
機
的

状
況
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
欧
州
統
合
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
加
盟
国
政
府
や

E
U

諸
機
関
の
側
に
と
っ
て
は
、
国
民
投
票
は

不
確
実
性
を
増
す
政
策
決
定
手
段
で
し
か
な
く
、
極
め
て
危
険
な
も
の
と
認
識
さ
れ
た

）
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
過
程
は
、
そ
れ
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。

以
上
の
経
緯
か
ら
、
今
後
も

E
U

に
お
い
て
は
国
民
投
票
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
続
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
本
条
約
の
締
結
・

改
正
は
将
来
も
予
想
さ
れ
、
ま
た

E
U

が
南
欧
な
ど
へ
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性
も
高
い
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
欧
州
各
国
に
と
っ

て
そ
の
国
家
体
制
、
憲
法
体
制
の
根
本
的
変
更
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
批
准
に
際
し
て
憲
法
上
、
国
民
投
票
の
実
施
が
強

制
的
な
国
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
も

E
U

国
民
投
票
を
実
施
す
る
国
が
完
全
に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

E
U

に
お

い
て
国
民
投
票
を
い
か
に
使
い
こ
な
す
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U国
民
投
票

⑴

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
と
国
民
投
票

デ
ン
マ
ー
ク
は
、

E
U

総
人
口
の
約
一
％
（
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日
現
在
、
人
口
五
五
三
万
四
七
三
八
人
）
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、

E
U

に
お
い
て

小
国

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
閣
僚
理
事
会
の
加
重
特
定
多
数
決
票
数
七
票
（
全
体
三
四
五

票
の
二
・
〇
％
）、
欧
州
議
会
議
席
数
一
四
議
席
（
全
体
七
八
五
議
席
の
一
・
八
％
）
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
欧
州
統

合
へ
の
対
応
が
一
九
七
三
年
の

E
C

加
盟
時
以
来
、
常
に
国
内
政
治
の
重
要
争
点
で
あ
り
続
け
、
各
政
党
の
み
な
ら
ず
国
民
の
間
で
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も
議
論
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
的
に
合
意
形
成
に
苦
労
し
、

E
U

に
お
い
て
デ
ン
マ
ー
ク
は
統
合
推
進
派
と
は
な
れ
ず
、

気
の
進
ま
な
い
欧
州
人
（relu

cta
nt

E
u
ro

p
ea

n
s

）

と
さ
れ
て
き
た

）
。

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
決
定
で
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
第
1
章
で
述
べ
た
よ
う
に
国
民
投
票
の
多
用
が
あ
る
。
国
会
で
の
決
定

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
場
合
、
重
要
争
点
で
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
八
月
現
在
、
欧
州
統
合
に
関
し
て
国
民

投
票
六
回
、
住
民
投
票
一
回
を
実
施
し
て
い
る
（
表
1
参
照
）。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
実
施
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
で
あ
り
、

E
U

加
盟
国
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
近
年
追
い
抜
か
れ
る
ま
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
は

E
U

に
お
い
て
最
も
国
民
投
票
を
実
施
し
て
き
た

国
で
あ
っ
た
。
今
後
も
デ
ン
マ
ー
ク
は
国
民
投
票
を
実
施
す
る
と
予
想
さ
れ
、

E
U

の
中
で
国
民
投
票
を
多
用
す
る
加
盟
国
の
一
員

で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
場
合
、
国
民
投
票
は

E
U

問
題
で
も
拡
大
、
深
化
に
関
わ
る
様
々
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
形
態
も
実
施
が
強
制
的
か
、
自
発
的
か
、
投
票
結
果
が
拘
束
的
か
、
諮
問
的
か
ま
で
考
え
る
と
、
多
様
で

あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
国
民
投
票
が
多
用
さ
れ
る
背
景
に
は
、
現
行
の
一
九
五
三
年
憲
法
の
存
在
が
大
き
い
。
特
に
、
憲
法
第
二
〇
条

（
国
際
機
関
へ
の
主
権
委
譲
）
の
存
在
と

E
U

国
民
投
票
の
定
着
が
あ
る
。
同
条
に
よ
り
、
国
際
機
関
に
対
す
る
主
権
委
譲
を
伴
う
法

案
の
採
択
に
は
国
会
の
六
分
の
五
の
賛
成
（
国
会
一
七
九
議
席
中
、
一
五
〇
議
席
）
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
達
し
な
い
過
半
数
の
賛

成
の
場
合
、
国
民
投
票
に
か
け
て
最
終
決
定
を
下
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

）
。
そ
の
た
め
、
主
権
委
譲
の
絡
む
こ
と
の
多
い

E
U

問
題

で
は
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
民
投
票
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ
る
と
、
各
政
党
も
国
民
も

E
U

絡
み
の

重
要
法
案
で
は
国
民
投
票
の
実
施
を
当
然
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

な
お
、
デ
ン
マ
ー
ク
は

E
U

問
題
の
み
を
国
民
投
票
に
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
憲
法
の
国
民
投
票
規
定
と
し
て

は
、
上
記
の
国
際
機
関
へ
の
主
権
委
譲
に
関
す
る
国
民
投
票
（
憲
法
第
二
〇
条
）
以
外
に
も
、
外
交
問
題
に
関
す
る
国
民
投
票
（
憲

法
第
一
九
条
、
第
四
二
条
第
六
項
）、
選
挙
権
年
齢
の
変
更
に
関
す
る
国
民
投
票
（
憲
法
第
二
九
条
）、
通
常
法
案
に
関
す
る
国
民
投
票
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（
憲
法
第
四
二
条
第
一
項
）、
憲
法
改
正
に
関
す
る
国
民
投
票
（
憲
法
第
八
八
条
）
が
あ
り
、
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、

憲
法
規
定
に
基
づ
か
な
い
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
以
上
の
法
的
根
拠
か
ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
二
〇
一
〇
年
八
月
現

在
、

E
U

問
題
を
含
め
て
合
計
二
〇
回
の
国
民
投
票
を
実
施
し
て
い
る

）
。
最
も
古
い
も
の
は
一
九
一
六
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
西
イ
ン
ド
諸
島
譲
渡
案
に
関
す
る
国
民
投
票
で
あ
り
、
譲
渡
案
を
承
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
新
し
い
も
の

は
二
〇
〇
九
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
王
位
継
承
の
男
女
平
等
に
関
す
る
国
民
投
票
で
あ
り
、
性
別
に
関
係
な
く
第
一
子
が
継
承
す
る

こ
と
を
承
認
し
て
い
る

）
。
こ
の
よ
う
に
デ
ン
マ
ー
ク
は
す
で
に
一
世
紀
近
い
国
民
投
票
の
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

E
U

国

民
投
票
も
約
四
〇
年
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
は
、
前
述
の
よ
う
に
重
要
な
節
目
で
頻
繁
に
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
に
よ
り
方
向
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
国
民
投
票
の
争
点
は
、

E
C

加
盟
（
一
九
七
二
年
）、
単
一
欧
州
議
定
書
の
署
名
（
一
九
八
六
年
）、

E
U

（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
）

条
約
の
批
准
（
一
九
九
二
年
）、

E
U

条
約
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
合
意
の
批
准
（
一
九
九
三
年
）、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
批
准
（
一
九

九
八
年
）、
ユ
ー
ロ
の
導
入
（
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
治
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
住
民
投
票
（
一
九
八
二
年
）
で

は
、
そ
の

E
C

へ
の
残
留
が
問
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
争
点
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
と
っ
て
も

E
U

に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
意
味
を

も
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う

）
。

⑵

デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

国
民
投
票
の
現
状

一
九
七
〇
年
代
以
来
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
内
で
は
活
発
な

E
U

論
議
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
政
党
が
中
心
的
な
役
割
を

演
じ
、
国
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
議
論
も
、
基
本
的
に
政
党
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
国
会

主
要
政
党
が
軒
並
み
欧
州
統
合
に
積
極
的
に
な
っ
た
結
果
、

E
U

を
め
ぐ
り
国
会
で
総
与
党
化
が
進
展
し
、
反
対
派
は
左
右
両
翼
の

小
政
党
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
会
の
投
票
で
は
政
府
、
国
会
主
要
政
党
の
推
進
す
る

E
U

協
調
路
線
が
圧
倒
的
支
持
で
可
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決
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
国
民
の
間
に
は
欧
州
統
合
の
深
化
に
対
す
る
不
安
は
根
強
く
、
そ
れ
は
国
民
投
票
の
際
に
欧
州
統

合
へ
の
反
対
票
と
し
て
表
出
し
て
い
る
。
国
民
投
票
結
果
の
賛
成
票
、
反
対
票
は
一
九
七
二
年
国
民
投
票
を
除
き
接
戦
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
国
会
の
政
党
レ
ベ
ル
の
議
論
と
一
般
国
民
の
議
論
と
の
間
に
は
、
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る

）
。

し
か
し
、
上
記
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
他
の

E
U

加
盟
国
に
比
べ
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は

E
U

を
め
ぐ
り
質
の

高
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
質
を
高
め
る
場
と
し
て
、
国
会
欧
州
委
員
会
の
活
動
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ン
マ
ー

ク
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
歴
代
政
府
が
少
数
政
府
で
あ
る
た
め
、
政
府
は
日
々
の

E
U

で
の
活
動
や
重
要
な
決
定
に
関
し
て
こ
の
国
会

の
常
設
委
員
会
の
同
意
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
同
委
員
会
に
は
国
会
に
議
席
を
も
つ
政
党
の
有
力
議
員
、

閣
僚
が
出
席
し
、
毎
週
、
激
し
い
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
る

）
。
そ
の
た
め
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
会
は

E
U

加
盟
国
の
中
で

E
U

政
策

に
対
し
て
最
も
厳
し
い
民
主
的
統
制
を
行
な
っ
て
お
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は

E
U

で

民
主
主
義
の
赤
字

は
な
い
と
の
指

摘
す
ら
あ
る

）
。
全
政
党
が
国
会
で
す
べ
て
の

E
U

政
策
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
議
論
す
る
こ
と
で
、
政
党
政
治
が
活
性
化
し
、
さ
ら

に
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
を
呼
び
起
こ
し
、

E
U

政
策
に
つ
い
て
の
国
民
の
理
解
を
深
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
国

会
欧
州
委
員
会
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
で
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

以
上
の
国
会
で
の
政
党
間
の
論
戦
に
加
え
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
国
民
投
票
が
重
要
な
節
目
で
何
度
も
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
国
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
も
政
党
、
国
民
は

E
U

に
関
し
て
他
国
よ
り
も
高
い
関
心
、
深
い
知
識
を
得
て
、
純
粋
に

E
U

政
策
に
関
す
る
議
論
を
行
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
国
会
総
選
挙
と
同
レ
ベ
ル
の
高
い
投
票
率
が

E
U

国

民
投
票
に
お
い
て
毎
回
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
は
国
会
、
さ
ら
に
国
民
投
票
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
デ
ン
マ
ー
ク

で
は

E
U

国
民
投
票
を
め
ぐ
り
変
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
〇
年
の
ユ
ー
ロ
導
入
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
以
来
、
一
〇
年

間

E
U

国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
デ
ン
マ
ー
ク
は

E
U

加
盟
国
の
中
で
最
も
頻
繁
に
国
民
投
票
を
実
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施
し
て
お
り
、
極
め
て
対
照
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
他
の

E
U

加
盟
国
に
お
い
て

E
U

国
民
投

票
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
を

デ
ン
マ
ー
ク
化

と
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る

）
。
す
な
わ
ち
、

E
U

加
盟
国
中
、
デ
ン
マ
ー
ク
が

E
U

国

民
投
票
を
最
も
頻
繁
に
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
も
は
や
デ
ン
マ
ー
ク
だ
け
の
例
外
的
な
状
況
で
は
な
く
な
り
、
多
く
の
加
盟
国

に
も
共
有
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
状
況
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
や
そ
の
デ
ン
マ
ー
ク
が
脱

デ
ン
マ
ー
ク
化

し
つ
つ
あ

る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

無
論
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
二
〇
〇
〇
年
代
に

E
U

国
民
投
票
を
全
く
考
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
、
欧
州
憲
法
条
約
批

准
に
関
し
て
は
二
〇
〇
五
年
九
月
二
七
日
に
国
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
を
正
式
に
発
表
し
て
い
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
フ

ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
で
の
否
決
を
受
け
て
、
二
〇
〇
五
年
六
月
の
欧
州
理
事
会
で
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
す
ぐ
に
国
民
投

票
の
延
期
を
決
め
た

）
。
ま
た
、
四
つ
の
適
用
除
外
に
よ
り

E
U

と
の
協
力
に
制
約
を
受
け
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
四
つ
の
適

用
除
外
を
撤
廃
す
る
た
め
、
国
民
投
票
を
実
施
し
た
い
と
の
希
望
を
再
三
表
明
し
て
い
る
。
特
に
ユ
ー
ロ
の
導
入
に
関
し
て
国
民
投

票
を
し
た
い
と
の
発
言
を
ア
ナ
ス
・
フ
ォ
ー
・
ラ
ス
ム
セ
ン
首
相
は
繰
り
返
し
て
き
た
。
実
際
に
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
二
〇
〇
八
年

に
国
民
投
票
を
実
施
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
二
〇
〇
八
年
国
民
投
票
で
リ
ス
ボ
ン
条
約
批
准
が
否

決
さ
れ
た
混
乱
の
中
で
日
程
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

）
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
他
の
加
盟
国
の
動
向
に
翻

弄
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
国
民
投
票
で
確
実
に
国
民
の
承
認
を
得
た
い
と
す
る
政
府
の
慎
重
な
姿
勢
が
あ
っ
た
。

か
か
る
姿
勢
は
別
の
事
例
で
も
確
認
で
き
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
ニ
ー
ス
条
約
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
に
関

し
て
国
民
投
票
を
実
施
し
て
い
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
こ
の
二
つ
の
条
約
に
つ
い
て
国
民
投
票
を
実
施
し
て
い
な
い
。
デ
ン
マ

ー
ク
政
府
と
国
会
主
要
政
党
は

E
U

へ
の
協
調
路
線
を
と
り
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
条
約
に
つ
い
て
あ
え
て
国
民
投
票
を
実
施
し

な
か
っ
た
と
い
う
言
い
方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
ニ
ー
ス
条
約
と
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

E

U
協
力
の
枠
内
の
変
更
で
あ
り
、

E
U

に
対
し
て
新
た
な
主
権
委
譲
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
憲
法
第
二
〇
条
を
適
用
せ
ず
、
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通
常
の
法
案
と
し
て
批
准
を
議
会
の
み
の
承
認
で
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
た

）
。
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
あ
れ
ば
、
憲
法
第
二
〇
条
の
適
用

を
受
け
る
場
合
で
も
、
受
け
な
い
場
合
で
も
、
重
要
な

E
U

問
題
で
あ
れ
ば
国
会
で
の
審
議
、
採
決
の
末
に
国
民
投
票
を
実
施
し
て

い
た
が
、
ニ
ー
ス
条
約
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
は
国
民
投
票
を
避
け
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
と
し
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
国
民
投
票
で
ユ
ー
ロ
導
入
に
失
敗
し
た
直
後
の
状
況
で
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
で
欧
州
憲

法
条
約
の
批
准
に
失
敗
し
、
停
滞
す
る

E
U

に
お
い
て
確
実
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
発
効
さ
せ
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
状
況
で
は
、
ニ

ー
ス
条
約
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
国
民
投
票
と
い
う
不
確
実
な
手
段
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
民
投
票
を
頻

繁
に
実
施
し
て
き
た
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、
現
在
で
は
こ
れ
に
極
め
て
慎
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

E
U

全
体
で
も
国

民
投
票
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
第
1
章
で
指
摘
し
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
そ
れ
を
先
取
り
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
場
合
、

E
U

問
題
で
国
民
投
票
を
避
け
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。
憲
法
第
二
〇
条
は
依

然
と
し
て
存
在
し
、

E
U

へ
の
新
た
な
主
権
委
譲
が
明
ら
か
な
場
合
、
そ
の
適
用
を
避
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
特
に
、
現
在

の
デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

政
策
は
前
述
の
通
り
四
つ
の
適
用
除
外
を
前
提
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
適
用
除
外
を
撤
廃
し
、
全

面
的
に

E
U

の
政
策
に
参
加
す
る
場
合
、
国
民
投
票
を
行
な
う
と
の
理
解
が
政
治
家
、
国
民
の
間
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
こ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
デ
ン
マ
ー
ク
で
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
欧
州
各
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る

E
U

国
民
投
票
の
実
施
状
況
と
現
状
を
整
理
し
て
き
た
。
今
日
、

E
U

加
盟
国
に
お

い
て
も
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
も
、

E
U

国
民
投
票
に
対
し
て
慎
重
な
態
度
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、

E
U

加
盟
国
で
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は
欧
州
憲
法
条
約
と
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
に
際
し
て
国
民
投
票
に
対
す
る
態
度
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
国
民
投
票
へ
の
期

待
が
わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
失
望
に
変
わ
っ
た
と
さ
え
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
慎
重
な
態
度
は
、
今
後
の

E
U

の
拡
大
と
深
化
を
め

ぐ
る
政
策
決
定
に
お
い
て
各
加
盟
国
を
縛
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
完
全
に

E
U

国
民
投
票
の
実
施
を
排
除
で
き
な
い
の
も
事
実

で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
国
民
投
票
が
憲
法
上
必
要
と
な
る
加
盟
国
、
国
内
政
治
上
、
国
民
投
票
を
実
施

せ
ざ
る
を
得
な
い
加
盟
国
も
現
れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
都
度
、
投
票
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、

E
U

国
民
投
票
を
実
施
す
る
際
、
各
国
は
こ
れ
を
い
か
に
使
い
こ
な
せ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
事
例
か

ら
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
国
民
投
票
は
回
数
を
重
ね
な
い
と
、
う
ま
く
実
施
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

突
然
、
国
民
投
票
で
有
権
者
の
判
断
に
任
せ
て
も
、
有
権
者
は
混
乱
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
国
民
投
票
の
争
点
が
、
国
民
投
票
本
来

の
テ
ー
マ
か
ら
外
れ
、
政
府
、
大
統
領
の
信
任
投
票
、
総
選
挙
の
代
替
と
な
っ
た
事
例
が

E
U

加
盟
国
で
は
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
れ

に
比
べ
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

E
U

国
民
投
票
は
、
投
票
結
果
が
政
府
の
想
定
外
で
あ
っ
た
事
例
は
あ
る
も
の
の
国
民
投
票
本
来
の

テ
ー
マ
を
め
ぐ
り
実
施
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

E
U

国
民
投
票
だ
け
で
も
、
四
〇
年
近
い
歴
史
を
も
ち
、
国
民
投
票
の
度
に

有
権
者
が

E
U

に
関
し
て
学
習
し
て
き
た
経
験
が
発
揮
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
特
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
一
九
九
二
年
国
民
投
票

で
の
挫
折
後
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
を
強
化
し
、
国
民
の

E
U

理
解
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
に
苦
心
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

E

U
に
対
す
る
国
民
の
高
い
関
心
と
理
解
が
維
持
さ
れ
、
投
票
率
の
高
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
国
民
の
成
熟
し
た
政
治
意
識
が
ま

ず
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
う
し
た
成
熟
し
た
政
治
意
識
を
も
つ
国
民
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
国
民
投
票
の
と
き
の
経
験
だ
け
で
は
無

理
が
あ
る
。
日
々
の
政
治
に
お
い
て
、
い
か
に
政
党
、
政
治
家
が
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
上
で
質
の
高
い
議
論
を
行
な
い
、
政
党
政
治

を
機
能
さ
せ
て
い
る
か
が
重
要
と
な
ろ
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
も
国
会
欧
州
委
員
会
を
中
心
に

E
U

問
題

が
政
党
間
で
常
に
厳
し
く
議
論
さ
れ
、
政
府
の
行
動
を
統
制
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も

E
U

問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
報
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道
し
て
い
る
。
政
党
、
政
治
家
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が

E
U

問
題
で
常
に
国
民
の
関
心
を
喚
起
し
、
質
の
高
い
議
論
を
行
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
常
が
あ
る
た
め
に
、
国
民
投
票
に
な
っ
て
も
、
政
党
、
政
治
家
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
さ
ら
に
国
民
も
真
摯

な
議
論
を
展
開
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
国
民
投
票
は
そ
れ
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
存
在
で
あ
る
。
議
会
制
民
主

主
義
の
枠
内
で
そ
れ
を
補
完
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
限
り
、
最
も
基
礎
に
あ
る
議
会
制
民
主
主
義
そ
の
も
の
が
健
全
に
機
能

す
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
ろ
う
。
議
会
制
民
主
主
義
を
う
ま
く
行
な
え
な
い
国
民
に
、
直
接
民
主
主
義
の
手
段
は
使
い
こ
な
せ
な
い

こ
と
を
デ
ン
マ
ー
ク
の
事
例
は
教
え
て
い
る
。

最
後
に
、

E
U

に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
の
萌
芽
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た

E
U

国
民
投
票
は
、

あ
く
ま
で
も
各
国
レ
ベ
ル
の
制
度
で
あ
る
。
国
民
投
票
を
頻
繁
に
実
施
し
て
い
る
国
も
あ
れ
ば
、
全
く
実
施
し
た
こ
と
の
な
い
国
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
差
異
を
乗
り
越
え
、
近
い
将
来

E
U

レ
ベ
ル
の
国
民
投
票
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

ろ
う
。
現
在
、

E
U

で
準
備
が
進
ん
で
い
る
動
き
は
、

欧
州
市
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（

E
C
I）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

E

U
加
盟
国
の
三
分
の
一
（
現
時
点
で
は
九
ヵ
国
）
以
上
の
市
民
が
、
一
〇
〇
万
人
以
上
の
署
名
を
集
め
る
と
、
欧
州
委
員
会
に
法
案

作
成
を
提
案
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
発
効
し
た
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ

た
制
度
で
あ
り
（

E
U条
約
第
一
一
条
第
四
項
）、
現
在
、
実
施
の
た
め
の
準
備
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
に

は
欧
州
委
員
会
の
提
案
が
出
さ
れ
た

）
。
国
民
の
声
を

E
U

の
政
策
決
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
今
後
の

E
U

の
発
展
を
左
右
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
重
要
な
一
歩
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
国
民
の
意
思
を
反
映

し
た
政
策
を

E
U

が
ど
の
程
度
実
現
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
上
に
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
と
国
民
と
の

間
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
将
来
の

E
U

国
民
投
票
に
と
っ
て
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
に
な
ろ
う
。
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［
付
記
］

（
1
）

二
〇
一
〇
年
度
を
も
っ
て
ご
定
年
退
職
さ
れ
る
田
中
俊
郎
先
生
に
は
、
筆
者
の
学
部
時
代
以
来
、
三
〇
年
に
わ
た
り
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
先
生
の
ご
研
究
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

（
2
）

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
比
較
政
治
学
会
研
究
大
会
（
東
京
外
国
語
大
学
）
の
分
科
会

C

国
民
投

票
の
功
罪

に
提
出
し
た
筆
者
の
ペ
ー
パ
ー
を
紙
幅
の
都
合
で
大
幅
に
短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
会
の
坪
郷
實
早
稲
田
大
学
教
授
、
討

論
者
の
高
橋
進
龍
谷
大
学
教
授
、
報
告
者
の
上
田
道
明
佛
教
大
学
准
教
授
、
岩
田
拓
夫
宮
崎
大
学
准
教
授
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
内
田

み
ど
り
和
歌
山
大
学
准
教
授
、
多
く
の
質
問
を
し
て
下
さ
っ
た
フ
ロ
ア
の
諸
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）

拙
稿

欧
州
統
合
過
程
と
国
民
投
票
│
│
基
礎
的
デ
ー
タ
の
比
較
分
析
│
│

（

法
学
研
究

（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
七
〇
巻
第
四

号
、
一
九
九
七
年
四
月
）、
八
一
頁
。
同
拙
稿
は
、
拙
著

国
民
投
票
と
欧
州
統
合
│
│
デ
ン
マ
ー
ク
・

E
U関
係
史
│
│

（
勁
草
書
房
、

二
〇
〇
五
年
）
に
収
録
。

（
2
）

E
U国
民
投
票
に
限
ら
ず
、
国
民
投
票
全
般
の
理
論
、
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。D

a
vid

B
utler

a
n
d

A
u
stin

R
a
n
n
e
y
e
ds.,

(
L
o
n
d
o
n:

M
ac

m
illa

n,

19
94).

L
a
w
re

n
ce

L
e
D
u
c,

(
P
eterb

oro
u
g
h,

C
a
n
a
d
a:

B
ro
a
d
vie

w
P
ress,

2
0
0
3).

（
3
）

本
稿
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
一
九
八
二
年
住
民
投
票
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
に
お
け
る

一
九
九
四
年
住
民
投
票
も
取
り
上
げ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
両
地
域
が
自
治
領
の
地
位
に
あ
り
、
国
内
で
他
の
地
方
自
治
体
と
は
全

く
異
な
る
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
両
地
域
の

E
C残
留
・

E
U加
盟
と
い
う
外
交
問
題
に
関
し
て
独
自
の
判
断
の
機
会
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
民
投
票
に
準
ず
る
意
味
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
一
部
の
国
に
み
ら
れ
る
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
（
国
民
発
案
）
に
よ
る
投
票
も
本
稿
の
対
象
と
す
る
。
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学
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n,
N
or

w
a
y:

N
o'
to

E
E
C,"

,
V
ol.8,

19
7
3.

（
8
）R

e
n
e
´

S
c
h
w
o
k,

S
w
itzerla

n
d'
s
R
efu

sal
to

Join
th

e
E
E
A
a
n
d
th

e
E
C,"

（

日
本

E
C
学
会
年
報

第
一
五
号
、
一
九

九
五
年
一
〇
月
）。
田
口
晃

ス
イ
ス
は
何
故
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
消
極
的
か
│
│
一
九
九
二
年
一
二
月
六
日
の
国
民
投
票
を
め
ぐ
っ
て

│
│

（

年
報
政
治
学

（
日
本
政
治
学
会
）
一
九
九
三
年
、
一
九
九
三
年
一
二
月
）。

（
9
）

前
掲
拙
著

国
民
投
票
と
欧
州
統
合
│
│
デ
ン
マ
ー
ク
・

E
U関
係
史
│
│

、
第
七
章
。

（
10
）K

arin
G
illa

n
d,

Irela
n
d'
s(

First)
R
efere

n
d
u
m

o
n

T
re
aty

of
N
ice,"

,
V
ol.4

0,
N
o.3,

S
e
pte

m
b
er20

0
2.

Jo
h
n

G
arr

y,
M
ic
h
ael

M
ars

h
a
n
d
R
ic
h
ard

Sin
n
ott,

S
eco

n
d‐

ord
er'

v
ers

u
s

Is‑
s
u
e‐

v
otin

g'
E
ffects

in
E
U

R
efere

n
d
u
m
s:

E
vid

e
n
ce

fro
m
th

e
Iris

h
N
ice

T
re
aty

R
efere

n
d
u
m
s,"

,
V
ol.6,

N
o.2,

J
u
n
e2
0
0
5.

児
玉
昌
己

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
投
票
に
お
け
る
ニ
ー
ス
条
約
の
否
決
と

E
U政
治
│
│
欧
州
連

邦
に
向
か
う
過
渡
期
的

E
Uに
お
け
る
加
盟
国
の

民
意

と

欧
州
の
公
益

の
問
題
│
│

（

同
志
社
法
学

第
五
三
巻
第
六
号
、

二
〇
〇
二
年
二
月
）。

（
11
）

小
林
正
英

フ
ラ
ン
ス
国
民
投
票
に
お
け
る
欧
州
憲
法
条
約
否
決

（

慶
應
義
塾
大
学
二
一

C
O
E│

C
C
C国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態

慶
應
義
塾
大
学
二
一

C
O
E多
文
化
市
民
意
識
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）。

渡
邊
啓
貴

仏
国
民
は
な
ぜ
欧
州
憲
法
を
拒
否
し
た
の
か

（

海
外
事
情

（
拓
殖
大
学
）
第
五
四
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）。
同
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欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
を
否
決
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
投
票
│
│
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
の
た
め
の
国
民
投
票
と
の
比
較
考
察

│
│

（

日
本

E
U学
会
年
報

第
二
六
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）。

（
12
）

浅
見
政
江

オ
ラ
ン
ダ
国
民
投
票
の
意
義
と

E
Uの
民
主
主
義

（
前
掲

慶
應
義
塾
大
学
二
一

C
O
E│

C
C
C国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態

）。
水
島
治
郎

オ
ラ
ン
ダ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
条
約
否
決
│
│
オ
ラ
ン
ダ
現
代
史
上

初
の
国
民
投
票
│
│

（

生
活
経
済
政
策

第
一
〇
四
号
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）。
ル
ネ
・
キ
ュ
ペ
ル
ス

な
ぜ
オ
ラ
ン
ダ
は
〝

N
O

と
投
票
し
た
の
か
│
│
古
い
欧
州
に
お
け
る
新
し
い
欧
州
懐
疑
論
の
解
剖
学
│
│

（

生
活
経
済
政
策

第
一
〇
四
号
、
二
〇
〇
五
年
九

月
）。

（
13
）

T
h
e
E
u
ro

p
ea

n
C
o
n
stitutio

n:
P
ost‐

R
efere

n
d
u
m

S
u
rv

e
y
in

F
ra

n
ce,"

,
N
o.1
71,

J
u
n
e

20
05.

T
h
e

E
u
ro

p
e
a
n

C
o
n
stitutio

n:
P
ost‐

R
efere

n
d
u
m

S
u
rv

e
y
in

th
e

N
eth

erla
n
ds,"

,
N
o.1
72,

J
u
n
e20

0
5.

拙
稿

欧
州
憲
法
条
約
批
准
過
程
と
国
民
投
票

（
二
・
完
）（

地
域
政
策
研
究

（
高
崎
経
済
大
学
）
第
一
〇

巻
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）、
四
～
六
頁
。

（
14
）

P
ost‐

R
efere

n
d
u
m

S
u
rv

e
y
in

Irela
n
d,

A
n
alytical

R
e
p
ort,"

,
N
o.2
45,

J
uly20

08.
Lis‑

b
o
n
T
re
aty

P
ost‐

R
efere

n
d
u
m
S
u
rv

e
y
Irela

n
d2
00
9,

A
n
alytical

R
e
p
ort,"

,
N
o.2
8
4,

O
cto

b
er

20
09.

田
中
俊
郎

リ
ス
ボ
ン
条
約
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
│
│
世
論
調
査
に
み
る
市
民
の
声
│
│

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編

慶
應
の

政
治
学

国
際
政
治

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
二
〇
〇
八
年
）。
同

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
リ
ス
ボ
ン
条
約
│
│
二
回
目
の
国
民
投
票
に

向
け
て
│
│

（

海
外
事
情

第
五
七
巻
第
九
号
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）。

（
15
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
の
経
験
（
特
に
四
つ
の
適
用
除
外
）
に
つ
い
て
聴
取
す
る
た
め
デ
ン
マ
ー
ク
政
府

に
接
触
を
し
、

デ
ン
マ
ー
ク
・
モ
デ
ル

に
沿
っ
た
対
応
策
を
模
索
し
て
い
る
（

,
1
2

S
e
pte

m
b
er

20
08;

1
0

D
ece

m
b
er2

0
0
8;

13
Ja

n
u
ar
y2
00
9.

）。

（
16
）

前
掲
拙
著

国
民
投
票
と
欧
州
統
合
│
│
デ
ン
マ
ー
ク
・

E
U関
係
史
│
│

、
第
一
〇
章
。

（
17
）L

ee
M
iles,

S
w
e
d
e
n:

H
itc

h
hikin

g'
a
n
d
th

e
E
u
ro

R
efere

n
d
u
m,"

,
V
ol.3

9,
N
o.2,

J
u
n
e20

0
4.

A
n
d
ers

W
idfeldt,

Elite
C
ollu

sio
n
a
n
d
P
u
blic

D
efia

n
ce:

S
w
e
d
e
n'
s
E
u
ro

R
efere

n
d
u
m
in2

00
3,"

,
V
ol.2

7,
N
o.3,

M
a
y2
00
4.

五
月
女
律
子

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
ユ
ー
ロ
導
入
に
関
す
る
国
民
投
票
│
│
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E
U国
民
投
票
と
の
比
較
か
ら
│
│

（

北
海
学
園
大
学
法
学
研
究

第
四
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）。

（
18
）

拙
稿

欧
州
憲
法
条
約
批
准
過
程
と
国
民
投
票

（
一
）（

地
域
政
策
研
究

第
九
巻
第
二
・
三
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、
七
〇
、

七
四
、
七
五
頁
。

（
19
）B

utler
a
n
d
R
a
n
n
e
y
e
ds.,

.,
p.2.

（
20
）

国
民
投
票
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
拙
稿

北
欧
の
国
民
投
票
制
度
│
│
代
表
制
民
主
主
義
と
国

民
投
票
│
│

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編

慶
應
の
政
治
学

地
域
研
究

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
二
八
二
～
二
八

五
頁
。

（
21
）T

oiv
o

M
ilja

n,

(
L
o
n
d
o
n:

C.
H
u
rst,

1
9
77),

p
p.

V
II,
1
3,

2
84.

（
22
）

憲
法
第
二
〇
条
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
畑
博
行

デ
ン
マ
ー
ク

（
阿
部
照
哉
、
畑
博
行
編

世
界
の
憲
法
集
〔
第
四
版
〕

有
信
堂

高
文
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
六
六
頁
を
参
照
。

（
23
）

一
九
六
三
年
に
実
施
さ
れ
た

土
地
法

に
関
す
る
国
民
投
票
で
は
、
四
点
に
つ
い
て
個
別
に
投
票
し
た
た
め
、
四
回
と
計
算
し
た
。

こ
の
四
回
分
を
一
回
と
す
る
と
、
合
計
一
七
回
の
国
民
投
票
と
な
る
。

（
24
）

前
掲
拙
著

国
民
投
票
と
欧
州
統
合
│
│
デ
ン
マ
ー
ク
・

E
U
関
係
史
│
│

、
第
二
章
。
前
掲
拙
稿

北
欧
の
国
民
投
票
制
度

│
│
代
表
制
民
主
主
義
と
国
民
投
票
│
│

、
二
六
九
～
二
七
三
頁
。Folk

etin
g
et,

F
olk

eafste
m
nin

g
er,"

,

22.
ju

ni2
0
09.

（
25
）

各
国
民
投
票
の
詳
細
は
、
以
下
を
参
照
。
前
掲
拙
著

国
民
投
票
と
欧
州
統
合
│
│
デ
ン
マ
ー
ク
・

E
U関
係
史
│
│

、
第
五
章

～
第
一
〇
章
。

（
26
）

拙
稿

E
Uと
デ
ン
マ
ー
ク
の
政
党
政
治

（

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究

（
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
会
）
第
一
巻
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
一

〇
～
一
二
頁
。

（
27
）

前
掲
拙
著

国
民
投
票
と
欧
州
統
合
│
│
デ
ン
マ
ー
ク
・

E
U関
係
史
│
│

、
九
九
～
一
一
〇
頁
。

（
28
）J

r
g
e
n
A
lbæ

k
Je

n
se

n,
P
rior

P
arlia

m
e
ntar

y
C
o
n
se

nt
to

D
a
nis

h
E
U
P
olicies,"

in
Eivin

d
S
m
ith

e
d.,

‑

(
L
o
n
d
o
n:

K
lu

w
er

L
a
w
Inter

n
atio

n
al,1

99
6),

p.4
8.
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（
29
）

拙
稿

E
Uを
め
ぐ
る
国
民
投
票
の
新
展
開

（

地
域
政
策
研
究

第
八
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）、
一
二
七
～
一
二
八
頁
。

（
30
）

,
1
8

J
u
n
e20

0
5.

（
31
）

,
2
4

N
o
v
e
m
b
er20

0
7;

1
8

D
ece

m
b
er2

00
7;

2
6

Ja
n
u
ar
y2
00
8;

2
1

M
arc

h2
008;

1
2

J
u
n
e

20
08;

3
1

O
cto

b
er2

0
08;

2
7

F
e
br

u
ar
y2
0
0
9;

1
8

M
arc

h20
0
9;

1
4

M
a
y20

0
9.

（
32
）

デ
ン
マ
ー
ク
国
会
は
、
ニ
ー
ス
条
約
を
二
〇
〇
一
年
六
月
一
日
に
賛
成
九
八
（
社
会
民
主
党
、
左
翼
党
、
保
守
国
民
党
、
社
会
主
義

人
民
党
、
中
道
民
主
党
、
急
進
左
翼
党
、
キ
リ
ス
ト
教
国
民
党
）、
反
対
一
四
（
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
党
、
統
一
リ
ス
ト
党
、
無
所
属
議
員

三
名
）、
白
票
一
（
無
所
属
議
員
一
名
）
で
可
決
し
て
い
る
（

,
2
00
0‐
0
1,

F
or
h
a
n
dlin

g
er
n
e,

s.9
2
2
2.

）。

ま
た
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
に
賛
成
九
〇
（
左
翼
党
、
社
会
民
主
党
、
保
守
国
民
党
、
社
会
主
義
人
民
党
、
急

進
左
翼
党
、
新
同
盟
、
無
所
属
議
員
一
名
）、
反
対
二
五
（
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
党
、
社
会
主
義
人
民
党
、
統
一
リ
ス
ト
党
）
で
可
決
し
て

い
る
。
そ
の
際
、
国
会
は

E
U条
約
第
四
八
条
第
七
項
（
略
式
の
条
約
改
正
手
続
き
）
に
関
し
て
条
件
を
付
し
て
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
承
認

し
て
い
る
。
条
件
と
は
、
あ
る
分
野
で
閣
僚
理
事
会
が
全
会
一
致
か
ら
加
重
特
定
多
数
決
に
移
行
し
た
り
、
通
常
の
立
法
手
続
き
を
導
入

す
る
こ
と
に
政
府
が
加
わ
り
た
い
時
は
、
国
会
の
同
意
を
と
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
会
の
同
意
な
し
に
政
府
が
略
式

の
条
約
改
正
手
続
き
に
参
加
す
る
こ
と
に
制
限
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
国
会
欧
州
委
員
会
の
民
主
的
統
制
の
も
と
に

E
U
政
策
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
そ
の
慣
行
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
（

‹
http://

w
w
w.
ft.

d
k/
sa

m
lin

g/2
0
07
2/

lo
vforsla

g/
l53/6

1/2
0
2/

afste
m
nin

g.
ht

m›

）。

な
お
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
少
数
派
の
社
会
主
義
人
民
党
、
統
一
リ
ス
ト
党
の
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
国
会
で
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
に

関
し
て
国
民
投
票
の
実
施
を
提
案
し
て
い
る
が
、
多
数
派
に
よ
り
却
下
さ
れ
て
い
る
（B1

3
F
orsla

g
til

folk
etin

g
sb

eslutnin
g
o
m

at
afh

old
e
folk

e
afste

m
nin

g
o
m
d
e
n
n
y
e
E
U‐

tra
ktat,

2
00
7‐
0
8
(2.

sa
m
lin

g);
B1
4

F
orsla

g
til

folk
etin

g
sb

eslutnin
g

o
m
folk

eafste
m
nin

g
o
m

E
U‐

refor
m
tra

ktate
n,
20
07
‐
0
8
(2.

sa
m
lin

g)

）。

（
33
）E

u
ro

p
e
a
n
C
o
m
m
issio

n,
P
ro

p
osal

for
a
R
e
g
ulatio

n
of

th
e
E
u
ro

p
e
a
n
P
arlia

m
e
nt

a
n
d
of

th
e
C
o
u
n
cil

o
n
th

e

Citize
n
s'
Initiativ

e,"
C
O
M(2

0
10)1

19
fin

al,
B
r
u
ssels,

3
1.3.2

01
0.

E
u
ro

p
e
a
n
Citize

n
s'
Initiativ

e(
E
C
I),"

E
U
P
ress

R
eleases,

M
E
M
O/1
0/1

1
6,

B
r
u
ssels,

31
M
arc

h2
0
1
0.
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